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(57)【要約】
　本発明の様々な実施の形態は、視聴者がイベントに対
して感じる感情の強さに基づいてメディアのイベントを
評価する新たなシステムを作り出す。視聴者のメディア
に対する反応は、生理学的センサを介して測定され計算
されることができる。メディアの強度の評価基準は、複
数視聴者に渡る全ての適切な生理学的反応の変化（上が
り下がり）の数学的一致性に基づいて作成される。生理
学的反応の高い一致性（全ての視聴者が同時に同じこと
を感じること）と、感情、関与、嗜好、市場又は画面に
おける成功の強い評価との間には強い相関が存在するた
め、そのような評価は、メディアのイベントの強度を比
較する客観的な能力を提供する。
【選択図】　図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　生理学的反応の一致性に基づくメディアの評価を支持するシステムであって、
　前記メディアの複数のイベントを視聴している複数の視聴者それぞれからの生理学的デ
ータを測定するよう動作可能な一つ又はそれ以上のセンサと、
　一致性モジュールであって、
　　前記複数のイベントのうちの特定の一つを視聴している前記複数の視聴者それぞれか
ら測定された前記生理学的データに基づいて生理学的反応を導き出し、
　　前記複数の視聴者からの前記特定の一つのイベントに対する前記生理学的反応の一致
性を計算し、
　　前記複数の視聴者からの前記生理学的反応の前記一致性に基づいて、前記特定の一つ
のイベント及び／又は前記メディアを評価する
　よう動作可能な一致性モジュールと、
を備えるシステム。
【請求項２】
　生理学的反応の一致性に基づくメディアの評価を支持するシステムであって、
　前記メディアの複数のイベントを視聴している複数の視聴者それぞれから生理学的デー
タを測定するよう動作可能な統合センサ・ヘッドセットと、
　一致性モジュールであって、
　　前記複数のイベントのうちの特定の一つを視聴している前記複数の視聴者それぞれか
ら測定された前記生理学的データに基づいて生理学的反応を導き出し、
　　前記複数の視聴者からの前記特定の一つのイベントに対する前記生理学的反応の一致
性を計算し、
　　前記複数の視聴者からの前記生理学的反応の前記一致性に基づいて、前記特定の一つ
のイベント及び／又は前記メディアを評価する
　よう動作可能な一致性モジュールと、
を備えるシステム。
【請求項３】
　請求項１記載のシステムであって、前記メディアが、映画、ビデオ、テレビ番組、テレ
ビ・コマーシャル、広告、ビデオゲーム、インタラクティブなオンライン・メディア、印
刷物、及び視聴者が情報を得たり、感情的に影響を受けたりし得る任意の他のメディアの
うちの一つであるシステム。
【請求項４】
　請求項１記載のシステムであって、前記メディアの前記複数のイベントそれぞれの時間
期間が、時間において不変、非線形又は準線形であるシステム。
【請求項５】
　請求項１記載のシステムであって、前記一つ又はそれ以上のセンサのそれぞれが、脳電
図、加速度計、血液酸素センサ、検流計、筋電図、及び任意の他の生理学的センサのうち
の一つであるシステム。
【請求項６】
　請求項２記載のシステムであって、前記統合センサ・ヘッドセットが、
　一つ又はそれ以上の軸加速度計、
　一つ又はそれ以上のＥＥＧ電極、
　一つ又はそれ以上の心拍数センサ、
　及び、処理ユニット、
　のうちの一つ又はそれ以上を備えるシステム。
【請求項７】
　請求項１記載のシステムであって、前記生理学的データが、心拍数、ＥＥＧ信号、瞬き
率、呼吸、動作のうちの一つ又はそれ以上であるシステム。
【請求項８】
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　請求項１記載のシステムであって、前記生理学的反応が、思考、嗜好、関与、没頭、肉
体的関与、誘意性、及び生気のうちの一つ又はそれ以上であるシステム。
【請求項９】
　請求項１記載のシステムであって、前記一致性モジュールが、更に、前記特定の一つの
イベントの前記複数の視聴者それぞれから測定された前記生理学的データを記録するよう
動作可能であるシステム。
【請求項１０】
　請求項１記載のシステムであって、前記一致性モジュールが、更に、前記特定の一つの
イベントの時間期間に基づいて、測定された前記生理学的データの高い又は低い周波数成
分を取り除くよう動作可能であるシステム。
【請求項１１】
　請求項１記載のシステムであって、前記一致性モジュールが、更に、前記複数の視聴者
からの前記特定の一つのイベントの期間に渡る前記生理学的反応の標準偏差、及び／又は
前記生理学的反応の微分係数の標準偏差に基づいて、前記生理学的反応の前記一致性を計
算するよう動作可能であるシステム。
【請求項１２】
　請求項１記載のシステムであって、
　前記一致性モジュールが、更に、
　前記生理学的反応の類似性に基づいて、前記複数の視聴者からの前記特定の一つのイベ
ントに対する前記生理学的反応を、複数の予め定義されたカテゴリにビニングし、
　前記複数の予め定義されたカテゴリのそれぞれにおいて、前記生理学的反応の割合に基
づいて、前記生理学的反応の前記一致性を計算する
よう動作可能であるシステム。
【請求項１３】
　請求項１２記載のシステムであって、前記複数の予め定義されたカテゴリが、非常に肯
定的、肯定的、変化なし、否定的、非常に否定的のうちの一つ又はそれ以上を含むシステ
ム。
【請求項１４】
　請求項１２記載のシステムであって、前記一致性モジュールが、更に、前記生理学的反
応の大部分が前記複数の予め定義されたカテゴリのうちの一つのみ（又は複数）にあては
まる場合に、前記特定の一つのイベントを高く（又は低く）評価するよう動作可能である
システム。
【請求項１５】
　請求項１記載のシステムであって、前記一致性モジュールが、更に、前記複数の視聴者
の大部分が前記イベントについて同様に（又は異なるように）感じている場合に、前記特
定の一つのイベントを高く（又は低く）評価するよう動作可能であるシステム。
【請求項１６】
　請求項１記載のシステムであって、前記一致性モジュールが、更に、前記メディアの複
数のイベントの評価に基づいて、前記メディアを評価するよう動作可能であるシステム。
【請求項１７】
　請求項１記載のシステムであって、前記一致性モジュールが、更に、絶対スコア、比較
対象メディアに対する相対スコア、及び等級付きスコアのうちの一つ又はそれ以上を用い
て、前記特定の一つのイベント及び／又は前記メディアを評価するよう動作可能であるシ
ステム。
【請求項１８】
　請求項１記載のシステムであって、前記一致性モジュールが、更に、
　前記複数の視聴者を、人種、性別、年齢、人口統計、収入、習慣及び興味のうちの一つ
又はそれ以上によりグループ化し、
　前記複数の視聴者のそのようなグループ化に従って、前記特定の一つのイベント及び／
又は前記メディアの前記評価を関連付け、及び／又は評価する
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　よう動作可能であるシステム。
【請求項１９】
　生理学的反応の一致性に基づくメディアの評価を支持する方法であって、
　前記メディアの複数のイベントを視聴している複数の視聴者それぞれから生理学的デー
タを測定するステップと、
　前記複数のイベントのうちの特定の一つを視聴する前記複数の視聴者それぞれから測定
された前記生理学的データに基づいて、生理学的反応を導き出すステップと、
　前記複数の視聴者からの前記特定の一つのイベントに対する前記生理学的反応の一致性
を計算するステップと、
　前記複数の視聴者からの前記生理学的反応の前記一致性に基づいて、前記特定の一つの
イベント及び／又は前記メディアを評価するステップと、
を備える方法。
【請求項２０】
　請求項１９記載の方法であって、更に、
　前記特定の一つのイベントの前記複数の視聴者それぞれから測定された前記生理学的デ
ータを記録するステップを備える方法。
【請求項２１】
　請求項１９記載の方法であって、更に、前記特定の一つのイベントの時間期間に基づい
て、測定された前記生理学的データの高い又は低い周波数成分を取り除ステップを備える
方法。
【請求項２２】
　請求項１９記載の方法であって、更に、前記複数の視聴者からの前記特定の一つのイベ
ントの期間に渡る前記生理学的反応の標準偏差、及び／又は前記生理学的反応の微分係数
の標準偏差に基づいて、前記生理学的反応の前記一致性を計算するステップを備える方法
。
【請求項２３】
　請求項１９記載の方法であって、更に、
　前記生理学的反応の類似性に基づいて、前記複数の視聴者からの前記特定の一つのイベ
ントに対する前記生理学的反応を、複数の予め定義されたカテゴリにビニングするステッ
プと、
　前記複数の予め定義されたカテゴリのそれぞれにおいて、前記生理学的反応の割合に基
づいて、前記生理学的反応の前記一致性を計算するステップと、
を備える方法。
【請求項２４】
　請求項２３記載の方法であって、更に、前記生理学的反応の大部分が前記複数の予め定
義されたカテゴリのうちの一つのみ（又は複数）にあてはまる場合に、前記特定の一つの
イベントを高く（又は低く）評価するステップを備える方法。
【請求項２５】
　請求項１９記載の方法であって、更に、前記複数の視聴者の大部分が前記イベントにつ
いて同様に（又は異なるように）感じている場合に、前記特定の一つのイベントを高く（
又は低く）評価するステップを備える方法。
【請求項２６】
　請求項１９記載の方法であって、更に、前記メディアの複数のイベントの評価に基づい
て、前記メディアを評価するステップを備える方法。
【請求項２７】
　請求項１９記載の方法であって、更に、絶対スコア、比較対象メディアに対する相対ス
コア、及び等級付きスコアのうちの一つ又はそれ以上を用いて、前記特定の一つのイベン
ト及び／又は前記メディアを評価するステップを備える方法。
【請求項２８】
　請求項１９記載の方法であって、更に、
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　前記複数の視聴者を、人種、性別、年齢、人口統計、収入、習慣及び興味のうちの一つ
又はそれ以上によりグループ化するステップと、
　前記複数の視聴者のそのようなグループ化に従って、前記特定の一つのイベント及び／
又は前記メディアの前記評価を関連付け、及び／又は評価するステップと、
を備える方法。
【請求項２９】
　マシン読み取り可能媒体であって、実行された際に、システムを、
　前記メディアの複数のイベントを視聴している複数の視聴者それぞれから生理学的デー
タを測定し、
　前記複数のイベントのうちの特定の一つを視聴している前記複数の視聴者それぞれから
測定された前記生理学的データに基づいて、生理学的反応を導き出し、
　前記複数の視聴者からの前記特定の一つのイベントに対する前記生理学的反応の一致性
を計算し、
　前記複数の視聴者からの前記生理学的反応の前記一致性に基づいて、前記特定の一つの
イベント及び／又は前記メディアを評価する、
よう動作させる命令が格納されている、マシン読み取り可能媒体。
【請求項３０】
　生理学的反応の一致性に基づくメディアの評価を支持するシステムであって、
　前記メディアの複数のイベントを視聴している複数の視聴者それぞれから生理学的デー
タを測定する手段と、
　前記複数のイベントのうちの特定の一つを視聴している前記複数の視聴者それぞれから
測定された前記生理学的データに基づいて、生理学的反応を導き出す手段と、
　前記複数の視聴者からの前記特定の一つのイベントに対する前記生理学的反応の一致性
を計算する手段と、
　前記複数の視聴者からの前記生理学的反応の前記一致性に基づいて、前記特定の一つの
イベント及び／又は前記メディアを評価する手段と、
を備えるシステム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、視聴者からの生理学的反応に基づくメディア性能評価の分野に関する。
【背景技術】
【０００２】
　視聴者がメディアにどのように反応するかを計算する既存の方法及びシステムは、しば
しば、統計から平均反応をとること、及び／又は、視聴者の「ノブ（ｋｎｏｂｓ）」又は
他の評価枠組みを適応することを含む。これらの既存の方法は、個人がどのように反応し
たかではなく、平均反応がどのようであったかを示すに過ぎない。個人の反応は、以前経
験した個人的なイベントにより非常に偏りやすいため、メディアのイベントに対する個人
の反応は、現在のイベントの直前に起きた前のイベントの影響を受ける可能性がある。こ
の効果は、現在のイベントに対する平均反応を、現在のイベントと直接関係のない方法で
、大きくゆがめ得る。そのため、所与の時間における複数の個人視聴者に渡る生理学的反
応の平均を考慮するだけでは、既存の手法は、視聴者の主観的反応により偏ってしまった
り、視聴者がメディアを視聴した際にどのように感じるかの全体像を捕らえることができ
なかったりするかもしれない。個人の外れ値である反応が、平均反応を左右するからであ
る。
【発明の概要】
【課題を解決するための手段】
【０００３】
　本発明の様々な実施の形態は、視聴者がイベントに対して感じる感情の強さに基づいて
メディアのイベントを評価する新たなシステム及び方法を作り出す。視聴者のメディアに
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対する反応は、生理学的センサを介して測定及び計算することができる。メディアの強さ
を測定する基準は、複数視聴者に渡る全ての適切な生理学的反応の変化（上がり下がり）
の数学的一致性（ｃｏｈｅｒｅｎｃｅ）に基づいて作成される。そのような評価付けは、
メディアのイベントの強さを比較する客観的能力を提供する。生理学的反応の高い一致性
（全視聴者が同時に同じように感じること）と、感情、関与、嗜好、及び市場／画面にお
ける成功の強い評価との間には、強い相関があるからである。
【図面の簡単な説明】
【０００４】
【図１】図１は、本発明の一つの実施の形態による、視聴者からの生理学的反応の一致性
に基づいてメディアを評価する例としてのシステムの図である。
【図２】図２は、本発明の一つの実施の形態による、視聴者からの生理学的反応の一致性
に基づいてメディアを評価する例としてのプロセスを示すフローチャートである。
【図３Ａ】図３Ａは、本発明の一つの実施の形態とともに用いられる例としての統合ヘッ
ドセットを示す。
【図３Ｂ】図３Ｂは、本発明の一つの実施の形態とともに用いられる例としての統合ヘッ
ドセットを示す。
【図３Ｃ】図３Ｃは、本発明の一つの実施の形態とともに用いられる例としての統合ヘッ
ドセットを示す。
【図４】図４は、本発明の一つの実施の形態による、時間経過に渡る三つの生理学的反応
ベクトルの平均位置の例としての時系列図を示す。
【図５】図５は、本発明の一つの実施の形態による、広告を視聴している４０人の生理学
的データから計算された、広告の嗜好に関する生理学的反応の一致性を示す例としてのグ
ラフである。
【図６Ａ】図６Ａは、本発明の一つの実施の形態による、それぞれ広告及びビデオゲーム
に対する例としての反応一致性（ＣｏＲ）値を示す。
【図６Ｂ】図６Ｂは、本発明の一つの実施の形態による、それぞれ広告及びビデオゲーム
に対する例としての反応一致性（ＣｏＲ）値を示す。
【発明を実施するための形態】
【０００５】
　本発明は、例として示されるものであり、同様の参照番号が類似の要素を示す添付の図
面における特徴に限定することを意図しない。本明細書における「一つの」、又は「幾つ
かの」実施の形態は、必ずしも同一の実施の形態ではなく、そのような表現は、少なくと
も一つを意味するものであることに注意するべきである。
【０００６】
　本発明の様々な実施の形態は、メディア視聴者のグループに渡る生理学的反応の一致性
を用いてメディア性能を評価する方法及びシステムを作り出す。反応の一致性基準は、い
つ視聴者が同時に同じ感情を感じるかを示すため、多くの人に渡るメディアの強さを客観
的に測定する。生理学的反応の統計データ又は平均値と比べて、生理学的反応の一致性は
、同時に同じ感情的反応を有する、又は、同時に異なる感情的反応を有する視聴者に対応
する、メディア性能の遥かに優れた指標となる。
【０００７】
　本発明の評価手法は、市場において強く作用するメディアは、一人の視聴者に強い感情
的反応を作り出すことができるだけではなく、多くの視聴者に渡って同一の強い感情的反
応を作り出すことができる、という原理に基づく。視聴者は、メディアの断片を視聴する
際に様々な感情を感じるが、成功するメディアについては、生理学的データにおいて視聴
者グループに渡って一貫した反応を作り出す、メディアの主要イベントが存在する。メデ
ィアに対する一貫した反応が存在しない場合、メディアは優れた業績を示さない。即ち、
一部の視聴者はメディアを好むが、他のそれに見合うだけの視聴者がそのメディアを好ま
ない場合、該メディアは、悪い評価、悪い評判、又は他の否定的な見方のために、あまり
売れなくなる。
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【０００８】
　図１は、本発明の一つの実施の形態による、複数視聴者からの生理学的反応の一致性に
基づいてメディアを評価する例としてのシステムの図である。この図は、構成要素を機能
的に分離して描いているが、そのような描写は例示のために過ぎない。この図に描かれた
構成要素は、任意に組み合わされ、又は、別個のソフトウェア、ファームウェア、及び／
又はハードウェア要素に分割されてもよいことが、当業者にとって明らかである。更に、
そのような構成要素は、どのように組み合わされ又は分離されるかに関わらず、同一のコ
ンピュータ装置又は複数のコンピュータ装置上で実行されることができ、複数のコンピュ
ータ装置は、一つ又はそれ以上のネットワークで接続され得ることが、当業者にとって明
らかである。
【０００９】
　図１を参照して、一つ又はそれ以上のセンサ１０３は、メディア１０１のイベントを視
聴している複数の視聴者１０２それぞれの生理学的データを測定及び記録するために利用
される。ここで、メディアは、映画、ビデオ、テレビ番組、テレビ・コマーシャル、広告
、ビデオゲーム、インタラクティブなオンライン・メディア、印刷物、及び視聴者が情報
を得たり、感情的に影響を受けたりし得る任意の他のメディアのうちの一つ又はそれ以上
であってよい。メディアのイベントの時間期間は時間的に不変、非線形、又は準線形であ
ってよい。測定される生理学的データは、心拍数、脳電図（ＥＥＧ）信号、瞬き率、呼吸
、動作を含むがそれらに限定されるものではなく、一つ又はそれ以上のセンサのそれぞれ
は、脳電図、加速度計、血液酸素センサ、検流計、筋電図、及び任意の他の生理学的セン
サのうちの一つ又はそれ以上であってよい。代わりに、以下に詳しく説明するように、統
合センサ・ヘッドセットが適応されてもよい。身体の生理学的データは、人間の感情変化
との相関を示してきた。統計、ノブ、又は他の偏りやすい反応の基準を利用する変わりに
、これらの変化そのものを感知することにより、本発明は、記録されるデータと、そのよ
うなデータの粒度とを改善する。生理学的反応は、毎秒何回も記録することができるため
である。
【００１０】
　視聴者の生理学的データは、測定されると、一致性モジュール１０４に転送され、該モ
ジュールは、視聴者がイベントを視聴している期間に測定された彼らの生理学的データに
基づいて、視聴者の生理学的反応を導き出す。ここで、生理学的反応は、思考、嗜好、関
与、没頭、肉体的関与、誘意性（ｖａｌｅｎｃｅ）、及び生気のうちの一つ又はそれ以上
であってよく、思考及び嗜好は、ＥＥＧから計算することができる。次いで、イベントに
対する視聴者の生理学的反応の一致性が計算され、視聴者からの生理学的反応の一致性に
基づいてイベントが評価され得る。オプションとして、メディアの全イベントの評価に基
づいて、メディアそのものも評価されてもよい。
【００１１】
　図２は、本発明の一つの実施の形態による、視聴者からの生理学的反応の一致性に基づ
いてメディアを評価する例としてのプロセスを示すフローチャートである。この図は、例
示のために、機能的なステップを特定の順序で示しているが、該プロセスは、ステップの
特定の順序又は構成に限定されるものではない。この図に描かれた様々なステップは、様
々な方法で省略、再構成、組み合わせ、及び／又は適応されてもよいことが、当業者に理
解される。
【００１２】
　図２を参照して、メディアのイベントを視聴する複数の視聴者それぞれからの生理学的
データが、ステップ２０１で測定される。その後、ステップ２０２において、測定された
生理学的データが記録され、ステップ２０３において、イベントの視聴者から測定された
生理学的データに基づいて、イベントに対する生理学的反応が導き出される。ステップ２
０４において、イベントに対する視聴者の生理学的反応の一致性が計算され、ステップ２
０５において、イベント及び／又はメディアが、複数の視聴者からの生理学的反応の一致
性に基づいて評価され得る。
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【００１３】
　幾つかの実施の形態において、視聴者がメディアのイベントを視聴している間に生理学
的データを測定するために、統合ヘッドセットが視聴者の頭に装着され得る。データはコ
ンピュータのプログラムに記録され、それにより、視聴者がヘッドセットを装着しながら
メディアと相互作用することが可能となる。図３Ａ～Ｃは、本発明の一つの実施の形態と
ともに使用される例としての統合ヘッドセットを、様々な角度から示す。処理ユニット３
０１は、生理学的データをデジタル化し、該データを、思考、関与、没頭、肉体的関与、
誘意性、生気及びその他を含むがそれらに限定されない生理学的応答に処理可能なマイク
ロプロセッサである。三軸加速度計３０２は、頭部の動きを感知する。シリコン製安定化
ストリップ３０３は、ヘッドセットの固定により動きを最小化し、更にしっかりした感知
を可能とする。右ＥＥＧ電極３０４及び左ＥＥＧ電極３０６は、使用のために準備を必要
としない、前額骨の前に置かれるドライ電極である。電極と肌とが接触していることが必
要だが、過度な圧力は必要ない。心拍数センサ３０５は、額の中心付近に置かれる堅牢な
血液量脈波（ｂｌｏｏｄ　ｖｏｌｕｍｅ　ｐｕｌｓｅ）センサであり、充電又は交換可能
な電池モジュール３０７が片耳の上に置かれる。裏側の調節可能ストラップ３０８は、様
々なサイズの頭に対してヘッドセットを心地よい圧力設定に調節するために利用される。
【００１４】
　幾つかの実施の形態において、統合ヘッドセットは押しボタンで電源オンされ、視聴者
の生理学的データが即時に測定及び記録される。データ転送は、ヘッドセットがリンクさ
れているコンピュータのインターフェースを介して、無線で扱われてもよい。正確な測定
を得るために、視聴者の皮膚の準備又はジェルは必要ではなく、ヘッドセットは視聴者か
ら簡単に取り外され、すぐに他の視聴者によって利用されることができる。使用中にヘッ
ドセットが劣化することはなく、ヘッドセットは数千回再利用することが可能である。
【００１５】
　幾つかの実施の形態において、視聴者の生理学的反応は、視聴者の生理学的データを入
力として用いる複数の公式によって導き出され得る。表情認識、「ノブ」、及び他の感情
基準もまた、同様の有効性を有する入力として利用可能である。「関与」、「アドレナリ
ン」、「思考」及び「誘意性」を含んでもよいがそれらに限定されない、導き出された各
生理学的反応は、複数のセンサからの生理学的データを組み合わせて、多次元の、わかり
やすい、視聴者の感情的反応の表現にする。
【００１６】
　幾つかの実施の形態において、生理学的反応は、同時に又は異なる時間に同一のメディ
アを視聴している多くの異なる視聴者に渡って計算され得る。生理学的反応は、各視聴者
に対する時系列として扱われても、集約反応を示すように複数の視聴者について組み合わ
されてもよい。生理学的反応は、また、メディアの主要イベントへの反応を分析するため
に、平均化されても、データ区分に渡って考察されてもよい。非限定的な例として、図４
は、４０人の人がバドワイザー・フィクシング・リーク（Ｆｉｘｉｎｇ　Ｌｅａｋ）とい
う同一のコマーシャルを視聴する際の、肉体的関与ベクトル４０１、思考レベル・ベクト
ル４０２、感情的「嗜好」ベクトル４０３である（時間期間に渡る）３つの生理学的反応
ベクトルの、平均位置の例としての時系列図を示す。肉体的関与ベクトル４０１は、視聴
者がメディアを見ている際に、男が屋根から落ちるポイント４０４までは、リラックスし
ていることを示す。このポイントにおいて、肉体的関与は急上昇する。これは、視聴者が
、広告の会話中心の始まりと比べて、「アクションの詰まった」終わりを見る際に、より
肉体的に関与することに対応する。第二のベクトル４０２は、視聴者が有する積極的思考
の強さである。この値が高ければ高いほど、視聴者は当該イベントを記憶する傾向が強い
。
【００１７】
　幾つかの実施の形態において、視聴者からの生理学的反応は、視聴者が見ているメディ
アの種別に特化して分析されてもよい。以下に非限定的な例を示す。
　ビデオゲームの場合、生理学的反応と、視聴者が経験する（反応する）ビデオとは、重
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なり合うことがあり、視聴者の経験は、ゲームの各イベントに対応する適切なセクション
（イベント）に分割できる。ビデオ、主要イベント、及び視聴者の生理学的反応の組み合
わせにより、イベントの特定のインスタンス、及び全視聴者に渡る生理学的反応が、検査
され評価されることができる。
【００１８】
　広告の場合、優れた広告にする鍵は、視聴者に広告を覚えさせ、覚えたものを好きにさ
せ、その結果、製品の購入を決意させることである。生理学的データの感知及びイベント
のタグ付けを通して、一致性モジュールは、視聴者がどのイベントを好んだが、どれだけ
の視聴者が各イベントを好んだか、を決定することができ、ブランドの瞬間（イベント）
において視聴者が何を考えているか、又は、視聴者が他のイベントより或るイベントを好
んだか否かを決定するために、統計に基づいて視聴者の生理学的反応をグループに分ける
ことができる。
【００１９】
　映画の場合、優れた映画であるためには、視聴者の間に「正しい」感情的反応を作り出
さなければならない。映画に対する生理学的反応は、生理学的データに基づいて客観的に
評価できる。更に、映画の特定の瞬間（イベント）について感じる視聴者の割合は、映画
の当該イベントに対する視聴者反応の一致性に基づいて決定できる。
【００２０】
反応の一致性
　幾つかの実施の形態において、一致性モジュールは、視聴者が該メディアと相互作用し
ている間に記録された生理学的データの時系列に基づいて視聴者の反応一致性（ＣｏＲ）
を計算するよう動作可能である。反応一致性は、所与の各ポイントにおいて、反応におけ
る傾向が互いにどれだけ近いかに基づいて、時系列上の全てのポイントにおいて計算でき
る。時系列において反応の傾向を数学的に計算する多くの方法があり、非限定的な例とし
て、それらには、標準偏差手法及びビニング手法が含まれる。
【００２１】
　幾つかの実施の形態において、生理学的反応の一致性は、特定の一つのイベント期間に
おける複数の視聴者からの生理学的反応の標準偏差、及び／又は生理学的反応の微分係数
の標準偏差（例えば、生理学的反応の大きさ及び値）に基づいて計算することができる。
全ての生理学的反応の微分係数に対する相関が計算され、傾向の変化は、所与の時間又は
イベントの時間期間において各反応が正の微分係数を有する視聴者の数に反映される。
【００２２】
　幾つかの実施の形態において、メディア全体又はメディアの一つのイベントのいずれか
に対する視聴者からの生理学的反応は、反応の類似性に基づいて、所定のカテゴリに分類
され、ビニングされる。ここで、所定のカテゴリは、非常に肯定的、肯定的、変化なし、
否定的、非常に否定的のうちの一つ又はそれ以上を含んでもよい。非限定的な例として、
イベント全体に渡る肯定的な変化を有する視聴者からの反応が一つのビンに分類され、イ
ベント全体に渡る非肯定的な変化を有する視聴者からの反応が別のビンに分類される。次
いで、一つの又は他の方法で反応する視聴者の数／割合が数えられる。例えば、或る冗談
に対して（冗談の大部分の時間期間において）肯定的な感情で反応する視聴者の数が数え
られ、同じ冗談に対して肯定的な感情なしで反応する視聴者の数と比較される。他の実施
の形態は、偏差の大小を含む、異なるビン又は異なる反応データを用いるが、この実施の
形態において、大小は、所定の数より小さい及び大きいことによって決定される。
【００２３】
　視聴者からの生理学的反応がビニングされると、イベント及び／又はメディアに対する
反応全体の一致性が、各反応ビンにおける視聴者数の分布に基づいて評価され得る。幾つ
かの実施の形態において、肯定的な反応変化で反応する視聴者の割合が、イベントの評価
に用いられる。非限定的な例として、８０％の視聴者が冗談に対して肯定的に反応する場
合、その冗談は成功と考えられる。他の実施の形態は、多くのイベントに渡る評価（例え
ば、変化における一致性が７０％より高いイベントの割合）を、他の基準と集約する。
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【００２４】
　非限定的な例として、図５は、２００６年からのジレット・フュージョン・スーパー・
ボウルの広告を視聴する４０人の生理学的データから計算された、広告の嗜好についての
生理学的反応の一致性を示す例としてのグラフである。５個のボックスは、広告のセッシ
ョンを通して、肯定的及び否定的な一致性の高い領域を示す。この例における一致性は、
広告の２５秒ごとの区分において、正又は負の微分係数を有する視聴者の数として計算さ
れる。ボックス５０１、５０３及び５０５は、大部分の人に渡り嗜好が急低下している反
応の一致を示す。肯定的な領域（ボックス５０２及び５０４）は、大部分の人に渡り嗜好
が上昇しているときの反応の一致を示す。ボックス５０４及び５０５において、最も一致
した反応が起こっており、ボックス５０４は広告の３５秒目、ジレット・フュージョンの
ロゴが出る直前に起こり、ボックス５０５はロゴが出た後に起こる。この分析から、製品
紹介については非常に肯定的な宣伝ができているが、その後、視聴者は紹介に対して否定
的な反応を持つという結論が導き出せる。
【００２５】
　幾つかの実施の形態において、様々なスケールの反応を計算できるようにするために、
生理学的反応の時系列がＣｏＲ計算の前に平滑化されフィルタリングされてもよい。非限
定的な例として、生理学的データは１００Ｈｚで記録されるが、長いイベント（例えば、
２分間）に対する計算が必要である場合、データ内の情報が、周波数の大きさにおいて計
算の長さと同じオーダーになるように、高周波数データが取り除かれる。更に、ＣｏＲが
短時間（例えば、数秒間）に計算される必要がある場合、信号の低周波数成分が取り除か
れ、データ位置に影響し得る前のイベントの影響が最小化される。この手法は、視聴者間
のデータを整列させ、適切なデータのみがＣｏＲ計算に利用されることを可能とする。
【００２６】
ＣｏＲによるメディア評価
　イベントに対する一組の生理学的反応について、生理学的反応の時系列上の各ポイント
におけるＣｏＲが計算されると、以下の一つ又はそれ以上の方法によって、イベント及び
／又はメディアに対する評価が作成され得る。
【００２７】
　絶対ＣｏＲスコア：本発明の一つの実施の形態は、生理学的反応の一致性の数学的態様
によって計算された絶対ＣｏＲスコアを利用する。これは、メディアのイベント間の完全
な比較を可能とする。
【００２８】
　正規化ＣｏＲスコア：本発明のもう一つの実施の形態は、以前の試験からの一組のデー
タに基づいて、ＣｏＲスコア評価の正規化係数を計算する。これは、メディアの断片が、
比較データ（例えば、同じ分野、同じ広告キャンペーン、同じビデオゲームのレベルのセ
ット）に関連するスケールにおいて測定され、割合評価が作成されることを可能とする。
非限定的な例として、映画ＸはＣｏＲスコアが９５％であって非常に優れているが、映画
Ｙは映画スコアの５５％であり、これは、視聴者が映画Ｘと同じほどには多くの感情を感
じていないことを示す。従って、映画Ｙは、市場において、映画Ｘほどは成功しないだろ
う。
【００２９】
　等級付きＣｏＲスコア：幾つかの実施の形態において、メディアに対して等級レベル・
スコアを作成することができ、Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄ、Ｆの評価又は他の同様の手法が利用可能
となる。
【００３０】
　幾つかの実施の形態において、複数視聴者の間で不変の時系列に基づいてスコアを計算
することに加えて、例えばビデオゲーム、ウェブサイト及び他のインタラクティブなメデ
ィアのような非線形又は準線形のメディアに対し、スコアを計算することができる。各視
聴者に対する時系列は、全ての視聴者に対して現れるイベントに分割できる。そのような
イベントは、ビデオゲームの戦闘シーン、爆発、ウェブサイトにおけるホームページの閲
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覧、ＤＶＤの或る章に進むこと、及び任意の他のものを含むが、それらに限定されるもの
ではない。
【００３１】
　幾つかの実施の形態において、一致性モジュールは、メディア内の様々なイベントの強
さを比較するために、メディア全体に含まれる様々なイベントのＣｏＲ値の大きさを平均
することにより、ＣｏＲに対する全体評価を作成することができる。即ち、
【００３２】
【数１】

【００３３】
である。ＣｏＲには、非線形の重み付けがなされ得る。即ち、
【００３４】

【数２】

【００３５】
である。ここで、ｆ（ｘ）は、
【００３６】

【数３】

【００３７】
といったように、対数、多項式、又はその他の関数であり得る。
　ここで、関数は、データの性質を変えることができるが、これはスコアにおける差別化
を大きく増加させる。これは、例えば、１０％の一致性が非常に低いと分類され、７０％
のような高さの一致性スコアが非常によいと分類されるような、一致性の低いスコアに適
している。例えばｆ(ｘ)＝ｘ２のような関数を利用することにより、この二つの値は非常
に強く差別化され、１０％の値がたった．０１になり、７０％の値が、五倍の大きさを有
する．４９になる。これは、高い一致性ポイントを低い一致性ポイントから差別化し、低
い一致性についてメディアにペナルティを課し、高い一致性についてメディアを支援する
。全体として、ＣｏＲスコアは、メディアにおける複数のイベントの経験及び強さ、及び
この種の他の基準を比較するために利用可能な値である。値が高ければ高いほど、メディ
アの一致性は高くなる。
【００３８】
　イベントの各インスタンスに対する反応の一致性は、同じ数学公式を用いて計算され得
るが、この際、計算期間は、時間の増加ではなく、イベントの長さである。この結果が、
各イベントに対する反応の評価になる。非限定的な例として、ゲームＸのビデオゲーム・
プレイヤーがボス・モンスターＸと相互作用するイベントの７０％が関与の増加につなが
り、ボス・モンスターＹとの相互作用の９０％が関与の増加につながる場合、ボス・モン
スターＹはボス・モンスターＸよりも一致した反応を有する。このような計算が、メディ
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アにおけるそれぞれの適切なイベントに対して行われ、その後、これらのスコアが組み合
わされて、全体スコアが作成される。
【００３９】
　幾つかの実施の形態において、一致性モジュールは、生理学的反応の複数のベクトルに
対するＣｏＲ値を組み合わせることにより、経験の一致性のより全体的な基準を作成する
ことができる。即ち、
全体感情ＣｏＲ＝ＣｏＲ嗜好＋ＣｏＲ思考＋Ｃｏｒ肉体的関与＋・・・
である。生理学的反応の複数のベクトルに渡るこの全体ＣｏＲ値は、より完全なバージョ
ンの基準であり、メディアの様々な特徴を考慮に入れる。メディアが思考を促し、同様の
肯定的及び否定的な反応を作り出し、及び視聴者を同様に関与させるものである場合、メ
ディアは強力であり、市場において成功する。各ベクトルの特定のサブセットを見る理由
は、視聴者経験の特徴を測定するためである。各視聴者がメディアの同一のポイント（イ
ベント）において思考するが、異なる感情的嗜好値を有する場合、結論としては、メディ
アは視聴者を思考させるが、メディアに対する視聴者の反応は感情的に非常に異なってお
り、或る者は肯定的反応を持つが、或る者は否定的反応を持つ、ということになる。
【００４０】
　幾つかの実施の形態において、一致性モジュールは、更に、複数の視聴者を、人種、性
別、年齢、人口統計、収入、習慣及び興味のうちの一つ又はそれ以上によってグループ化
し、複数の視聴者のそのようなグループ化に従って、特定の一つのイベント及び／又はメ
ディアの評価を関連付け、及び／又は比較するよう動作可能である。
【００４１】
　イベント及びメディアのこれらの測定値／評価には、例えばＣｏＲ値のリストから、グ
ラフ、複数のＣｏＲ特徴及び／又はＣｏＲ値がプロットされるメディアの複数イベントを
含む散布図まで、様々な見方がある。非限定的な例として、図６Ａは、バドワイザー１～
３及びミラー１～３の６つの広告に対する例としてのＣｏＲ値を示す。バドワイザーの広
告が、ミラーの広告よりも、はるかに高いＣｏＲ値を持つことが見て取れるが、これは、
市場におけるバドワイザーの、より優れた業績に関連する。もう一つの非限定的な例とし
て、図６Ｂは、ＦＰＳ１～２及びＥＰＧ１～３という５つのビデオゲームについて、嗜好
及び肉体的関与に関する例としてのＣｏＲ値を示す。ロール・プレイング・ゲーム（ＲＰ
Ｇ）は、筋書きが非常に重要であり、嗜好のＣｏＲスコアが高いことによって証明される
ように、プレーヤーに感情的反応を作り出す点で非常に優れている。肉体的関与という他
の特徴において、ＲＰＧのＣｏＲスコアは、常に激しいとは限らない小戦闘への感情が一
貫していないため、はるかに低くなる。一方、一人称視点シューティング（ＦＰＳ）ゲー
ムは、プレーヤーの間に一致した強い経験を作り出す点において非常に優れているが、プ
レーヤーの間に肯定的及び否定的な感情を一致して作り出すことはなく、より高い肉体的
関与ＣｏＲスコアと、低い嗜好ＣｏＲスコアをもたらす。
【００４２】
　コンピュータ分野の当業者に明らかになるように、一つの実施の形態は、本明細書の教
示に従ってプログラムされた、従来の汎用の又は専用のデジタル・コンピュータ又はマイ
クロプロセッサを利用して実現され得る。また、ソフトウェア分野の当業者に明らかにな
るように、本明細書の教示に基づき、経験あるプログラマにより、適切なソフトウェア・
コーディングが容易に準備される。本発明は、また、当業者にとって容易に明らかになる
ように、集積回路を準備すること、又は、従来の部品回路の適切なネットワークを相互接
続することによって実現されてもよい。
【００４３】
　一つの実施の形態は、一つ又はそれ以上のコンピュータ装置に本明細書に開示された特
徴のうち任意のものを実行させるようプログラムするために利用できる、格納された命令
を含む、マシン読み取り可能媒体であるコンピュータ・プログラム製品を含む。マシン読
み取り可能媒体は、フロッピー・ディスク（登録商標）、光ディスク、ＤＶＤ、ＣＤ－Ｒ
ＯＭ、マイクロ・ドライブ、及び光磁気ディスクのうちの一つ又はそれ以上の種類のディ
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メモリ装置、磁気又は光学カード、ナノシステム（有機メモリＩＣを含む）、又は、命令
及び／又はデータの格納に適した任意の種別の媒体又は装置を含み得るが、それらに限定
されるものではない。任意のコンピュータ読み取り可能媒体に格納される本発明は、本発
明の結果を利用して、汎用／専用コンピュータ又はマイクロプロセッサのハードウェアを
制御し、コンピュータ又はマイクロプロセッサが人間の視聴者又は他のメカニズムと相互
作用することを可能とするソフトウェアを含む。そのようなソフトウェアは、デバイス・
ドライバ、オペレーティング・システム、実行環境／容器、及びアプリケーションを含み
得るが、それらに限定されるものではない。
【００４４】
　上記の本発明の好ましい実施の形態の説明は、例示及び説明のために提供されたもので
ある。これには排他的な意図はなく、本発明を開示された形態だけに限定するものではな
い。多くの修正及び変更が、当業者に明らかになる。特に、上記のシステム及び方法の実
施の形態では、「モジュール」という概念が使われるが、この概念は、クラス、メソッド
、タイプ、インターフェース、ビーン、コンポネント、オブジェクト・モデル、及び適切
な概念のような同等の概念によって交換可能に用いられ得ることが明らかである。実施の
形態は、本発明の原理及び実際の応用を最もよく説明するために選択され、記載されたも
のであり、そのため、他の当業者が本発明、様々な実施の形態、及び、企図される特定の
用途に適した様々な修正を理解することを可能とする。本発明の範囲は、添付の特許請求
の範囲及びその均等物によって決定されることが意図される。
【符号の説明】
【００４５】
１０１　メディア、１０２　視聴者、１０３　センサ、１０４　一致性モジュール。

【図１】

【図２】

【図３Ａ】

【図３Ｂ】
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【図６Ａ】

【図６Ｂ】
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